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「
学
校
給
食
歴
史
館
」
と
い

う
施
設
が
あ
る
こ
と
を
皆
さ
ん

は
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　

日
本
で
唯
一
、
そ
し
て
世
界

で
唯
一
の
「
学
校
給
食
歴
史

館
」
は
埼
玉
県
北
本
市
の
公
益

財
団
法
人
埼
玉
県
学
校
給
食
会

の
敷
地
内
に
あ
り
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
日
本
の
学
校
給
食
の
歴

史
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
サ
ン
プ

ル
や
資
料
が
あ
り
、
「
学
校
給

食
」
に
つ
い
て
深
く
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
こ
の
「
学
校
給

食
歴
史
館
」
で
学
べ
る
日
本
の

学
校
給
食
の
歴
史
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

　

お
話
は
学
校
給
食
歴
史
館
の

館
長
中
島
勝
男
さ
ん
と
正
能

稔
久
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

✼
歴
史
館
開
館
の
経
緯

　

こ
の
歴
史
館
は
ニ
〇
一
〇
年

（
平
成
22
年
）四
月
に
財
団
法
人

埼
玉
県
学
校
給
食
会
の
旧
事
務

所
を
改
装
し
て
プ
レ
オ
ー
プ
ン

し
、
同
年
七
月
か
ら
一
般
に
公

開
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
十
九
年
度
当
時
の
財
団

法
人
埼
玉
県
学
校
給
食
会
の
理

事
長　

羽
鳥
利
明
氏
の
発
案
に

よ
り
計
画
さ
れ
、
平
成
二
十
年

度
の
新
規
事
業
と
し
て
当
時
の

理
事
長　

稲
葉
文
夫
氏
の
も
と

開
設
準
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
館
当
時
の
「
学
校
給
食　

埼
玉（
給
食
会
報
）」
に
は
、

「（
前
略
）
こ
の
歴
史
館
は
、

（
中
略
）
学
校
給
食
に
関
係
す

る
歴
史
資
料
等
の
収
集
・
展

示
と
一
般
公
開
を
行
い
、
関

係
者
を
は
じ
め
と
す
る
多
く

の
方
々
に
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
と
共
に
食
育
の
推
進

に
役
立
つ
こ
と
の
で
き
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
展

示
内
容
は
、
学
校
給
食
の
歴

史
年
表
、
年
代
別
献
立
レ
プ

リ
カ
と
写
真
、
食
材
関
係
パ

ネ
ル
等
を
予
定
し
て
お
り
、

他
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
視
聴
機
材

や
、
関
係
資
料
を
閲
覧
で
き

る
資
料
室
も
設
け
ら
れ
て
お

り
ま
す
（
後
略
）」　

と
あ
り
ま
す（
「
平
成
22
年
４

月
１
日
発
行
第
151
号
」
よ
り

引
用
）。

　

当
時
の
写
真
も
添
え
ら
れ
お

り
、
外
観
は
今
と
変
わ
り
な
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
が
、
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
は
当
時
と

異
な
り
、
現
在
は"
昔
の
小
学
校
"

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
机
と
椅
子
が

設
置
さ
れ
、
懐
か
し
い
雰
囲
気

の
中
で
映
像
や
音
楽
の
視
聴
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

✼
歴
史
館
の
訪
問
者

　

こ
の
歴
史
館
は
、
開
館
間
も

な
い
頃
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ

て
お
り
、
「
学
校
給
食
埼
玉（
給

食
会
報
）第
159
号
」
に
は
親
子
体

験
教
室
で
親
子
で
ペ
ア
に
な
っ

て
ク
イ
ズ
を
し
な
が
ら
学
校
給

食
の
歴
史
に
つ
い
て
学
ぶ
様
子

も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
年
間
に
約
二
千
人

の
訪
問
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、

家 国産素材使用商化学調味料未使用のドレッシ従来の製品(80g)に加えて、少量タイプの50g、40gもレギュラー

味の素冷凍食品株式会社

☎ 052 - 735 - 8470
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そ
の
内
訳
は
大
人
75
％
、
学
生

5
％
、
児
童
・
生
徒
15
％
、
そ

の
他
に
新
聞
や
マ
ス
コ
ミ
の
取

材
、
海
外
か
ら
の
訪
問
な
ど
が

あ
る
そ
う
で
す
。
最
近
で
も
テ

レ
ビ
や
新
聞
で
た
び
た
び
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

開
館
時
間
が
平
日
の
九
時
か

ら
十
六
時
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
訪
問
す
る
年
齢
層
は
高
め

と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
自
身

が
食
べ
て
い
た
年
代
の
給
食
サ

ン
プ
ル
を
見
て
懐
か
し
い
と
話

し
て
い
る
姿
も
よ
く
見
ら
れ
る

そ
う
で
す
。

　

令
和
五
年
度
は
七
月
に
中
国

大
使
館
員
の
視
察
や
令
和
六
年

一
月
に
台
湾
の
大
享
食
育
協
會

か
ら
三
十
人
の
視
察
も
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
県
内
だ
け
で
な
く
東

京
都
墨
田
区
や
岐
阜
県
な
ど
か

ら
夏
休
み
に
訪
れ
、
学
校
給
食

を
自
由
研
究
の
対
象
と
し
て
取

り
上
げ
た
児
童
も
い
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

埼
玉
県
内
で
は
、
毎
年
、
給

食
会
施
設
と
歴
史
館
を
併
せ
て

社
会
科
見
学
で
訪
れ
る
学
校
も

あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

✼
日
本
の
学
校
給
食
の
歴
史

　

歴
史
館
の
入
口
に
入
っ
て
す

ぐ
に
迎
え
て
く
れ
る
の
は
、
日

本
の
学
校
給
食
発
祥
の
地
と
さ

れ
て
い
る
山
形
県
鶴
岡
市
の
大

督
寺
に
一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十

四
年
）に
建
立
さ
れ
た
「
学
校
給

食
発
祥
の
地
」
記
念
碑
を
縮
小

し
た
レ
プ
リ
カ
で
す
。

　

そ
し
て
、
学
校
給
食
の
歴
史

年
表
や
歴
代
の
給
食
献
立
サ
ン

プ
ル
を
展
示
し
た
コ
ー
ナ
ー
に

続
い
て
い
き
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
展
示
内
容
に
基

づ
い
て
、
日
本
の
学
校
給
食
の

歴
史
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

一
八
八
九
年（
明
治
二
十
二
年
）

　

日
本
の
学
校
給
食
の
始
ま
り

は
先
述
の
大
督
寺
内
に
あ
っ
た

私
立
忠
愛
小
学
校
で
貧
困
家
庭

の
子
ど
も
に
弁
当
を
無
償
で
支

給
し
た
こ
と
で
す
。
そ
の
際
の

メ
ニ
ュ
ー
は
、
「
お
に
ぎ
り
・

塩
鮭
・
菜
の
漬
物
」
で
し
た
。

一
九
一
三
年（
大
正
二
年
）

　

佐
伯
矩（
た
だ
す
）博
士
が
設

立
し
た
東
京
の
私
立
栄
養
研
究

所
で
文
部
省
の
科
学
奨
励
金
を

得
て
付
近
の
学
校
の
児
童
に
学

校
給
食
を
実
施
。
六
年
後
の
大

正
八
年
に
は
佐
伯
矩
博
士
の
援

助
を
受
け
、
東
京
府
管
内
の
小

学
校
で
パ
ン
に
よ
る
学
校
給
食

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

一
九
二
三
年（
大
正
十
二
年
）

　

文
部
次
官
通
牒
「
小
学
校
児

童
の
衛
生
に
関
す
る
件
」
に
お

い
て
、
児
童
の
栄
養
改
善
の
た

め
の
方
法
と
し
て
学
校
給
食
が

推
奨
さ
れ
、
「
五
色
ご
は
ん
・

栄
養
み
そ
汁
」
と
い
っ
た
メ

ニ
ュ
ー
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

一
九
三
二
年（
昭
和
七
年
）
~

　

こ
れ
ま
で
は
民
間
の
篤
志
家

に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
貧
困

救
済
を
目
的
に
し
た
社
会
福
祉

的
な
給
食
か
ら
、
国
の
施
策
と

し
て
就
学
奨
励
や
栄
養
改
善
を

目
的
と
し
た
学
校
給
食
と
し
て

広
が
り
を
見
せ
、
初
め
て
国
庫

補
助
に
よ
る
学
校
給
食
も
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
十
九
年
に

は
東
京
・
京
都
市
・
大
阪
市
・

横
浜
市
・
名
古
屋
市
・
神
戸
市

の
六
大
都
市
の
国
民
学
校
の
児

童
約
二
百
万
人
に
対
し
て
米
・

味
噌
な
ど
を
特
別
配
給
し
て
学

校
給
食
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

１kg（200ｇダシパック×5）×10／ケース

鰹の素 富士印は、風味豊かな鰹節、そうだ節などの節類を粒状にしたものに、呈味力の強い
かつお・まぐろエキスをコーティングしたダシパックです。

本部 ／ 静岡県焼津市下江留1001-1
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一
九
四
一
年（
昭
和
十
六
年
）

に
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
り
、

一
九
四
五
年（
昭
和
二
十
年
）の

終
戦
ま
で
は
「
す
い
と
ん
の
み

そ
汁
」
の
み
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

一
九
四
五
年（
昭
和
二
十
年
）

　

食
料
不
足
か
ら
ほ
と
ん
ど
の

学
校
に
お
い
て
、
学
校
給
食
は

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

一
九
四
六（
昭
和
二
十
一
年
）

　

十
二
月
、
文
部
省
・
厚
生

省
・
農
林
省
の
三
省
次
官
通
牒

「
学
校
給
食
実
施
の
普
及
奨
励

に
つ
い
て
」
が
発
せ
ら
れ
て
学

校
給
食
は
再
出
発
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

十
二
月
二
十
四
日
、
東
京
都
・

神
奈
川
県
・
千
葉
県
の
学
校
で

ア
ジ
ア
救
済
公
認
団
体（
ラ
ラ
）

の
救
援
物
資
等
に
よ
っ
て
学
校

給
食
が
再
開
。
な
お
、
こ
れ
を
記

念
し
て
、
昭
和
二
十
五
年
か
ら

一
月
二
十
四
日
~
三
十
日
ま
で

の
一
週
間
が
全
国
学
校
給
食
週

間
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

ラ
ラ
物
資
に
は
ミ
ル
ク（
脱
脂

粉
乳
）や
ト
マ
ト
缶
等
が
あ
っ
た

た
め
、ト
マ
ト
シ
チ
ュ
︱
と
い
う
メ

ニ
ュ
ー
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

一
九
四
九
年（
昭
和
二
十
四
年
）

　

ユ
ニ
セ
フ（
国
際
連
合
児
童
基

金
）か
ら
ミ
ル
ク（
脱
脂
粉
乳
）

の
寄
贈
を
受
け
て
、
ユ
ニ
セ
フ

給
食
が
開
始
。

一
九
五
〇
年（
昭
和
二
五
年
）

　

先
述
の
六
大
都
市
に
加
え
て

広
島
市
・
福
岡
市
の
八
大
都
市

の
小
学
校
児
童
に
対
し
て
ア
メ

リ
カ
の
ガ
リ
オ
ア
資
金
寄
贈
の

小
麦
粉
に
よ
っ
て
、
パ
ン
・
ミ

ル
ク
・
お
か
ず
の
完
全
給
食
が

週
二
回
程
度
実
施
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
翌
年
六
月
に
ガ
リ

オ
ア
資
金
が
打
ち
切
ら
れ
る
こ

と
と
な
り
、
学
校
給
食
は
中
止

の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
、
国
庫
補

助
に
よ
る
学
校
給
食
の
継
続
を

要
望
す
る
運
動
が
全
国
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

一
九
五
二
年（
昭
和
二
十
七
年
）

　

文
部
次
官
通
達
「
昭
和
二
十

七
年
度
学
校
給
食
実
施
方
針
」

が
示
さ
れ
、
完
全
給
食
が
ほ
ぼ

全
国
す
べ
て
の
小
学
校
を
対
象

に
実
施
さ
れ
始
め
ま
す
。

　

こ
の
頃
は
欠
席
し
た
児
童
に

新商品

石窯バゲット

国産素材使用商化学調味料未使用のドレッシ

2４年春
新商品

石窯バゲット
■7220936
■1本×12袋/2合
1本：約240g

■7220937
■1本×12袋/2合
1本：約230g

石窯バゲット

合

石窯レストランバゲット

＜おいしいPOINT＞
クリスピーなクラスト（外側）

しっとり、もっちりしたクラム（内相）
しっかりと開いたクープ（切り込み）

石石窯窯焼焼成成冷冷凍凍ババゲゲッットト

CCrraafftt BBaakkeerr''ss
ままるるでで今今、、窯窯かからら出出ししたたよよううなな香香りりとと食食感感ががダダイイレレククトトにに楽楽ししめめるるババゲゲッットトでですす。。
いいつつででもも手手軽軽にに、、焼焼ききたたててのの本本格格石石窯窯ババゲゲッットトをを提提供供ででききまますす。。
料料理理やや具具材材ののおおいいししささをを引引きき立立てて、、多多彩彩ななメメニニュューーへへのの展展開開がが可可能能でですす。。
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給
食
の
パ
ン
を
学
校
が
終
わ
っ

た
後
に
届
け
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
の
頃
の
パ
ン
は
、

今
の
よ
う
に
ふ
わ
ふ
わ
と
し
た

食
感
の
パ
ン
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
時
間
が
経
過
し
て
硬

く
な
っ
た
パ
ン
を
お
い
し
く
食

べ
て
も
ら
お
う
と
、
東
京
都

大
田
区
の
小
学
校
の
調
理
師

篠
原
常
吉
さ
ん
が
考
案
し
た
の

が
今
で
も
学
校
給
食
の
人
気
メ

ニ
ュ
ー
「
揚
げ
パ
ン
」
だ
そ
う

で
す
。
こ
の
揚
げ
パ
ン
が
全
国

的
に
給
食
メ
ニ
ュ
ー
に
登
場
す

る
の
は
昭
和
三
十
年
後
半
に

な
っ
て
か
ら
と
の
こ
と
。

一
九
五
四
年（
昭
和
二
十
九
年
）

　

六
月
三
日
、
第
十
九
国
会
で

「
学
校
給
食
法
」
が
成
立
・
公

布
さ
れ
、
学
校
給
食
法
施
行

令
、
施
行
規
則
、
実
施
基
準
等

も
定
め
ら
れ
て
、
学
校
給
食
の

実
施
体
制
が
法
的
に
整
い
ま
し

た
。

　

翌
年
、
学
校
給
食
と
し
て
は

初
と
な
る
指
定
統
計
に
よ
る
調

査
が
行
わ
れ
た
結
果
、
実
施
学

校
数
は
一
万
二
七
五
校
、
実
施

人
員
は
七
百
七
十
四
万
二
千
五

百
七
十
五
人
で
し
た
。

一
九
五
六
年（
昭
和
三
十
一
年
）

　

「
米
国
農
産
物
に
関
す
る
日

米
協
定
等
」
の
調
印
に
よ
っ
て

学
校
給
食
用
と
し
て
小
麦
十
万

ト
ン
、
ミ
ル
ク
七
千
五
〇
〇
ト

ン
の
寄
贈
が
外
務
省
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

三
月
三
十
日
、
学
校
給
食
法

の
一
部
が
改
正
公
布
さ
れ
、
中

学
校
に
も
適
用
さ
れ
、
準
要
保

護
児
童
に
対
す
る
給
食
費
補
助

も
規
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

六
月
二
十
日
、
「
夜
間
課
程

を
置
く
高
等
学
校
に
お
け
る
学

校
給
食
に
関
す
る
法
律
」
が
公

布
さ
れ
ま
し
た
（
同
日
施
行
）。

　

ま
た
翌
年
に
は
「
盲
学
校
、

ろ
う
学
校
及
び
養
護
学
校
の
幼

稚
部
及
び
高
等
部
に
お
け
る
学

校
給
食
に
関
す
る
法
律
」
が
公

布
さ
れ
ま
し
た（
同
日
施
行
）。

一
九
六
四
年（
昭
和
三
十
九
年
）

　

文
部
省
・
農
林
水
産
省
事
務

次
官
か
ら
「
学
校
給
食
用
牛
乳

供
給
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
」

の
通
達
が
出
さ
れ
、
国
内
産
牛

乳
の
学
校
給
食
へ
の
供
給
が
で

き
る
体
制
が
整
い
ま
し
た
。

　

こ
の
頃
か
ら
、
パ
ン
以
外
の

主
食
を
増
や
す
た
め
に
パ
ン
用

の
小
麦
（
強
力
粉
）か
ら
麺（
ソ

フ
ト
ス
パ
ゲ
テ
ィ
式
麺
）を
作

り
始
め
ま
す
。
ま
た
、
パ
ン
の

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や
す
た

め
に
レ
ー
ズ
ン
や
パ
イ
ナ
ッ
プ

ル
、
チ
ー
ズ
な
ど
を
パ
ン
に
入

れ
て
み
る
工
夫
を
し
て
い
た
そ

う
で
す
。

家 国産素材使用商化学調味料未使用のドレッシ従来の製品(80g)に加えて、少量タイプの50g、40gもレギュラー

２０種類の野菜と４種類のフルーツをブレンドした
まろやかな甘味を特長とするジュースです。
飲みきりサイズの１００ｍｌですから、学校給食、
幼稚園・保育園等に最適です。

カゴメ 野菜生活100オリジナル 給食用
規格：100ml紙パック／１５×２
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一
九
六
八
年（
昭
和
四
十
三
年
）

　
「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
」
の

改
正
に
伴
い
、
小
学
校
の
学
校

給
食
が「
特
別
活
動
」の
中
の「
学

級
指
導
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
、

翌
年
に
は
「
中
学
校
学
習
指
導

要
領
」
の
改
正
に
伴
い
、
中
学

校
の
学
校
給
食
も
「
特
別
活
動
」

の
中
の
「
学
級
指
導
」
に
位
置

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
な
お
、「
学

習
活
動
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
る

の
は
平
成
元
年
で
す
。

　

ま
た
、
昭
和
四
十
九
年
に
は
学

校
栄
養
職
員
が
他
の
教
員
と
同
じ

県
費
負
担
職
員
に
な
り
ま
し
た
。

一
九
七
六
年（
昭
和
五
十
一
年
）

　

学
校
給
食
制
度
に
米
飯
が
正

式
に
導
入
開
始
。

　

こ
の
頃
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス

ト
ラ
ン
が
普
及
し
た
頃
で
も
あ

り
、
洋
食
メ
ニ
ュ
ー
に
も
な
じ

み
が
で
き
た
頃
で
し
た
。

一
九
八
四
年（
昭
和
五
十
九
年
）

　

文
部
省
に
よ
り
「
新
学
校
給

食
指
導
の
手
引
き
」
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
前
年
に
は
農
林
水
産

省
に
よ
り
「
日
本
型
食
生
活
」

が
提
唱
さ
れ
、
翌
年
に
は
厚
生

省
か
ら
「
健
康
づ
く
り
の
生
活

指
針
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

一
九
八
九
年（
平
成
元
年
）

　

十
一
月
に
は
学
校
給
食
100
周
年

記
念
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
九
九
四（
平
成
六
年
）

　

前
年
度
の
記
録
的
な
冷
夏
に

よ
る
米
の
異
例
の
不
作（
平
成
の

米
騒
動
）に
伴
い
、
学
校
給
食
用

米
穀
に
つ
い
て
四
月
か
ら
十
月

の
間
、
自
主
流
通
米（
国
産
）が

供
給
さ
れ
る
特
別
財
政
措
置
が

講
じ
ら
れ
ま
し
た
。
タ
イ
産
な

ど
日
本
以
外
の
米
を
初
め
て
食

べ
る
人
も
多
か
っ
た
年
で
し
た
。

一
九
九
五
年（
平
成
七
年
）

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
際
し

て
、
文
部
省
は
兵
庫
県
及
び
同

県
下
市
町
に
対
し
て
学
校
給
食

施
設
を
活
用
し
た
炊
き
出
し
へ

の
協
力
要
請
を
行
い
、
六
十
六

市
町
で
約
六
十
万
食
を
提
供
し

ま
し
た
。

一
九
九
六
年（
平
成
八
年
）

　

大
坂
府
堺
市
の
小
学
校
で
病

原
性
大
腸
菌
Ｏ
－
１
５
７
に
よ

る
集
団
食
中
毒
が
発
生
し
、
児

童
が
死
亡
す
る
事
件
と
な
り
ま

し
た
。
学
校
給
食
に
お
け
る
保

存
食
の
保
存
期
間
・
保
存
方
法

が
変
更
さ
れ
、「
学
校
環
境
衛
生

の
基
準
」
の
学
校
給
食
関
係
部

分
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

翌
年
に
は
「
学
校
給
食
衛
生
管

理
の
基
準
」
が
定
め
ら
れ
ま
し

た
。

二
〇
〇
二
年（
平
成
十
四
年
）

　

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

日
韓
大
会
が
開
催
さ
れ
、
出
場

国
の
キ
ャ
ン
プ
地
と
な
っ
た
地

域
を
中
心
に
、
出
場
国
の
料
理

を
取
り
入
れ
た
献
立
が
作
ら

れ
、
給
食
を
通
じ
て
選
手
団
ス

タ
ッ
フ
な
ど
と
の
交
流
を
行
い

ま
し
た
。
今
で
は
耳
馴
染
み
の

あ
る
国
の
食
文
化
に
こ
の
頃
初

め
て
触
れ
た
人
も
多
い
よ
う
で

す
。

二
〇
〇
五
年
（
平
成
十
七
年
）

　

四
月
に
「
栄
養
教
諭
制
度
」

が
ス
タ
ー
ト
。
六
月
に
「
食
育

基
本
法
」
が
公
布
さ
れ
ま
す
。

　

翌
年
か
ら
「
全
国
学
校
給
食

甲
子
園
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

二
〇
〇
八
（
平
成
二
十
年
）

　
「
学
校
給
食
法
」の
改
正
、翌

年
四
月
施
行
。学
校
に
お
け
る

食
育
推
進
が
明
確
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

−6−



二
〇
一
二
年（
平
成
二
十
四
年
）

　

東
京
都
調
布
市
の
小
学
校
で

チ
ー
ズ
を
食
べ
た
児
童
が
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
で
死
亡
す
る
事
件

が
起
き
ま
し
た
。

二
〇
一
五
年（
平
成
二
十
七
年
）

　

文
部
科
学
省
よ
り
「
学
校
給

食
に
お
け
る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
指
針
」が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

二
〇
二
〇
年（
令
和
二
年
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
三
月
か
ら

最
長
五
月
ま
で
全
国
一
斉
休
校

と
な
り
、
学
校
給
食
も
中
止
と

な
り
ま
し
た
。
学
校
再
開
後
の

給
食
時
間
で
は
前
を
向
い
て

「
黙
食
」
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

二
〇
二
二
年（
令
和
四
年
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
基
本
的
対
処
方
針
に

「
黙
食
」
の
記
述
が
な
く
な
っ

た
た
め
、
文
部
科
学
省
は
給
食

の
時
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
、

適
切
な
対
策
を
行
え
ば
会
話
は

可
能
だ
と
す
る
通
知
を
出
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
給
食
の

際
の
会
話
に
つ
い
て
は
自
治
体

や
学
校
の
判
断
に
ゆ
だ
ね
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

二
〇
二
三
年（
令
和
五
年
）

　

五
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
症
法
上
の
位

置
付
け
が
五
類
に
移
行
し
た
こ

と
に
伴
い
、
徐
々
に
楽
し
く
給

食
を
食
べ
る
風
景
が
戻
り
始
め

ま
し
た
。

✼
学
校
給
食
用
食
器
の
変
遷

　

学
校
給
食
用
の
食
器
は
長
く

ア
ル
マ
イ
ト
が
使
用
さ
れ
て
い

ま
し
た（
昭
和
三
十
年
代
頃
ま

で
）。
破
損
が
少
な
く
、
熱
耐
性

が
良
い
た
め
で
す
。

　

そ
の
後
昭
和
四
十
年
代
頃
か

ら
は
、
衝
撃
に
強
く
、
熱
さ
を

感
じ
に
く
い
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン

製
の
食
器
が
登
場
し
ま
す
。

　

昭
和
五
十
年
以
降
に
な
る

と
、陶
器
の
よ
う
な
感
覚
が
あ

る
メ
ラ
ミ
ン
製
の
食
器
や
、ポ
リ

カ
ー
ボ
ネ
ー
ト
製
の
食
器
も
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
近
年
は
磁
器
食
器
に

ア
ル
ミ
ナ
を
配
合
し
て
割
れ
に

く
く
し
た
強
化
磁
器
製
の
食
器

も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

各
地
域
の
特
産
品
を
使
用
し

た
食
器
を
用
い
る
地
域
も
あ
り

ま
す
。
陶
器
の
産
地
で
は
陶
磁

器
を
使
用
し
た
り
、
漆
器
の
産

地
で
は
漆
器
を
使
用
す
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か

ら
リ
サ
イ
ク
ル
素
材
な
ど
を
使

用
し
た
食
器
も
使
用
さ
れ
始
め

て
い
ま
す
。

✼
埼
玉
県
の
給
食
用
食
材

　

こ
の
歴
史
館
が
公
益
財
団
法

人
埼
玉
県
学
校
給
食
会
の
敷
地

内
に
建
つ
こ
と
は
冒
頭
で
述
べ

ま
し
た
が
、日
本
の
学
校
給
食

全
般
に
つ
い
て
だ
け
で
は
な
く
、

埼
玉
県
の
給
食
に
つ
い
て
も
深

く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

埼
玉
県
の
農
産
物
マ
ッ
プ
や

給
食
に
使
わ
れ
て
い
る
農
産
物
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の
紹
介
も
パ
ネ
ル
展
示
と
レ
プ

リ
カ
の
展
示
が
あ
り
、
地
場
産

物
の
利
用
の
様
子
が
よ
く
分
か

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
展

示
内
容
は
、
来
場
す
る
方
々
に

学
校
給
食
の
歴
史
と
現
在
の
様

子
や
、
食
育
に
つ
い
て
体
感
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
定
期
的
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
い
き
た
い

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

地
場
産
農
産
物
を
使
用
し
た

展
示
品
か
ら一部
を
紹
介
し
ま
す
。

埼
玉
県
産
桂
木
ゆ
ず
ゼ
リ
ー

　

埼
玉
県
毛
呂
山
町
は
日
本
最

古
の
柚
子
の
産
地
の
ひ
と
つ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
初
期

以
降
近
隣
に
広
が
り
「
桂
木
柚

子
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
で
全
国

有
数
の
産
地
に
な
り
ま
し
た
。

　

埼
玉
県
の
特
徴
的
な
果
実
を

使
用
し
た
デ
ザ
ー
ト
と
し
て
、

こ
の
「
桂
木
ゆ
ず
」
の
果
汁
を

使
用
し
た
冷
凍
ゼ
リ
ー
を
開
発

し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
ほ
ん

の
り
と
甘
く
、
落
ち
つ
い
た
柚

子
の
香
り
が
ス
ッ
キ
リ
す
る
味

わ
い
で
す
。（
平
成
30
年
度
新
規

取
扱
食
材
）

埼
玉
県
産
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
ク
レ
ー
プ

　

埼
玉
県
で
は
桑
園
跡
地
の
有

効
利
用
と
し
て
美
里
町
や
熊
谷
市

（
旧
江
南
町
）で
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

の
栽
培
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は
栽
培
管
理

が
比
較
的
簡
単
で
、
生
食
以
外

に
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ソ
ー
ス
や

ジ
ャ
ム
に
加
工
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
ソ
ー
ス
を
使
用
し

た
ク
レ
ー
プ
を
開
発
し
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
は
埼
玉
県
の
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
コ
バ

ト
ン
」
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
平
成
22
年
度
新
規
取
扱
食
材
）

　

こ
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
産
地

へ
は
、
食
育
の
一
環
と
し
て
関

係
者
に
よ
る
産
地
見
学
会
を
実

施
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

✼
現
在
の
学
校
給
食
を
発
信

　

昨
年
、
四
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
っ
た
「
２
０
２
３
彩
の
国
食

と
農
林
業
ド
リ
ー
ム
フ
ェ
ス
タ

（
十
一
月
二
十
四
~
二
十
五
）」

に
公
益
財
団
法
人
埼
玉
県
学
校

給
食
会
は
出
展
し
、
学
校
給
食

で
提
供
し
て
い
る
県
産
農
産
物

を
使
用
し
た
パ
ン（
メ
ロ
ン
パ

ン
・
米
粉
パ
ン
）、
彩
の
国
肉

ま
ん
、
彩
の
国
ニ
ラ
ま
ん
じ
ゅ

う
、
彩
の
国
な
っ
と
う
、
先
述

の
ク
レ
ー
プ
の
紹
介
と
販
売
を

行
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

毎
年
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
埼
玉

県
給
が
出
展
す
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
と
い
う
人
も
い

て
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て

学
校
給
食
の
現
在
を
発
信
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

学
校
給
食
の
歴
史
と
現
在
の

給
食
と
食
育
を
リ
ア
ル
に
体
験

で
き
る
、
学
校
給
食
歴
史
館
。

　

み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
訪
れ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

施
設
情
報

所
在
地:
埼
玉
県
北
本
市
朝
日
２
丁
目
288
番
地

休
館
日:
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・
祝
日
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末
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１
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）

　
　
　

夏
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８
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／
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）
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~
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時

入
館
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無
料
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